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気 腫 性 腎 孟 腎 炎 の1例
一本 邦報 告32例 の統計 一

愛知県済生会病院泌尿器科(部 長=浅 野晴好)

口 比 秀 夫,浅 野 晴 好

A CASE OF EMPHYSEMATOUS PYELONEPHRITIS 

 —REVIEW OF 32 CASES IN JAPANESE LITERATURE—

      Hideo  HIm and Haruyoshi ASANO 

From the Department of Urology, Aichi-ken Saiseikai Hospital

   A case of emphysematous pyelonephritis is presented.A 66-year-old woman with diabetes 
mellitus was hospitalized for sudden pyrexia and left abdominal pain on January 13, 1987. She 
had shown preshock, pre-disseminated intravascular coagulation, hyperglycemia and renal dysfunc-
tion. Plain X-ray films of the abdomen and the abdominal computer tomographic scanning 
showed a gas shadow in the left kidney.The retrograde pyelography demonstrated the left 
complete ureteral obstruction. A diagnosis was made of emphysematous pyelonephritis 
associated with diabetes mellitus and the ureteral obstruction. Left nephrectomy was performed 
on January 17, 1987, and the pus obtained from the kidney yielded E. coll. After the operation, 
she has been doing well with diabetes mellitus under good control without insulin therapy. 

   Thirty two cases of emphysematous pyelonephritis in the Japanese literature including our 
case are reviewed. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1911-1914, 1989) 
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緒 言

気腫性腎孟腎炎はガスを腎内外に発生し,強 力な抗

生剤が出現した現在も死亡率の高い,稀 な尿路感染症

である.わ れわれは,早 期発見早期治療により治癒し

えた本症の1例 を経験したので,自 験例を含めた本邦

報告32例 につき考察を加えて報告する.

症

患者:66歳,女 性

初診:1987年1月13日

主訴=発 熱および左上腹部痛

既往歴=3年 前より糖尿病

家族歴:特 記すべきことなし

"砂

現 病 歴:1984年 頃 よ り,糖 尿病,高 血 圧 に て近 医に

通 院 して いた が,不 定 期 通 院 のた め,血 糖 の コ ン トロ

ール は不 良 で あ った 。1986年12月 末,上 気 道 炎様 の症

状 が あ る も,放 置 した と ころ,翌 年1月10日,38,7℃

の発 熱 と左上 腹 部 痛 が 出 現 し,近 医 を受 診 した.抗 生

剤 の 内服 な どの 治療 を うけ た が,症 状 の軽 快 傾 向が な

いた め,1月13日 当科 へ 紹 介,入 院 とな った.

入 院 時 現 症:体 格 小,栄 養 状 態 不 良,意 識 状 態 明

瞭,体 温34.5℃,血 圧80～50mmHg,顔 面 蒼 白,

皮 膚,口 腔 粘 膜 乾燥,胸 部 理 学 的 所 見 で は 特記 す べ き

こ と な く,腹 部 は 左側 腹 部 に 著 名 な 圧 痛 を 認 め た.

入 院 時 検 査 所 見:血 液 一 般 検 査;RBC481xlO4/

mm3,wBc26900/mm3,ヘ モ グPビ ン14.49/dl,ヘ

マ トク リ ッ ト値46.1%,血 小 板3.3×104/mm3,生 化

学 検 査;総 蛋 白5g/dl,総 ビ リル ビ ンO.6mg/dl,

GoT201u/1,GPTl51u/1,AIP3261u/1,LDH

5711U/1,γ 一GTPl61UII ,BUN76.9mg/dlCr

3mg/dl,NaIlgmEq/1,K4.3mEq/lCI86mEq/1,

ク レ アチ ニ ン ク リア ラ ンス18.3ml/min,血 糖 値624

mg/dl血 清学 的 検 査;血 沈1時 間値118mm,CRP

(鉢ii),血 中FDP8μg/ml,リ ム ル ス テ ス ト(一)尿

所 見;尿 蛋 白(粁),尿 糖(十1十),RBC2～3/hpf,

WBC5～10/hpf,細 菌(一)細 菌 学 的 検査;血 液 培

養,尿 培 養 共 に陰 性.
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Fig.1.CTscanningshowsthegasshadowin

theleftkidneyandswollenkidney

(arrow)。

Fig.2 RPshowstheleftcomplete

ureteralobstruction.

X線 検査:KUBに て左後腹膜腔に消化管とはあぎ

らかに異なるガス像を認め,腹 部単純CTで は,腫 大

した左腎と左腎孟内および左腎実質内にガスの貯留を

認めた(Fig.1).左 側RPで は,尿 管はL4レ ベル

にて完全閉塞し腎孟を造影 す ることはできなかった

(Fig.2).

以上 の所見より,糖 尿病および尿管閉塞に合併した

左気腫性腎孟腎炎と診断し,抗 生剤,γ 一グロブリン製

剤,末 梢循環改善剤,昇 圧剤等の投与お よびインスリ

ンによる血糖のコントロールなど保存的治療を行 った

が,改 善傾向を認めないため,1987年1月17日 全身麻

酔下に,左 腎摘出術を施行 した.

病理学的所見 ・摘出術は295gで,腎 前面に突出し

た膿瘍を認めたが,消 化管との交通はなかった.割 面

では,実 質内に多発性膿瘍を認め,拡 張 した腎孟内に

は膿の貯留を認め,腎 孟粘膜は浮腫が著名であった.

顕徴鏡所見では著名 な炎症細胞の間質への浸潤と出

血,壊 死を認めた(Fig.3)、 また,左 尿管狭窄部は

搬痕化してお り,悪 性像は認めなかった.摘 出腎の腎

孟より採取した膿の培養に よりE.coliを 分離 した.

トロ
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Fig.3.Microscopicfindingsoftheleftkidney
showsbleeding,necrosis,andemphy-
sema(H.Ex50)

術後経過:BUN,Crの 正常化と,末 血血 小板,

血 中および尿中FDPの 正常化を認め,イ ンスリン

の投与なしで,血 糖のコントロールも可能とな り患者

は術後1ヵ 月目に退院し,現 在,外 来通院中である.

また,尿 路感染症の再発も認めていない.

考 察

気腫性腎孟腎炎は,Kellyら1)に"Pneumaturia"

として最初に報告され,Schultzら2)に よ り命名され

た腎実質および腎周囲にガスを発生する稀な尿路感染

症である.そ の特長として,レ 線的に特異的なガス像

を呈すること,糖 尿病,腸 内細菌感染,尿 路閉塞が発

生要因であること,腎 組織内グルコース濃度の上昇が

ガス発生に関与していること,な どがあげられる.

現在までに本邦での気腫性腎孟腎炎の・報告は,自 験

例を含め32例3-3e)で ある.こ れをまとめると,男 女比

は8=23(正 例は不明)と 女性に多 く発症する傾向に

あり,そ の平均年齢は55.4歳 である.初 発症状は,発

熱,側 腹部痛が多いが,な かには自験例のようにショ

ック状態,意 識混濁など重篤な症状をきたすものがあ

る.ま た,本 症は悪性腫瘍の末期に合併することがあ
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り4・6),稀 で は あ る が 尿 路 消 化 管 旗 に 合 併す る との 報

告 もあ る12).し か し,32例 中23例(72%)の 症 例 が 糖

尿病 を合 併 して お り,本 症 の発 症 の 要 因 と して 重要 で

あ る.ま た,診 断 や 治療 が遅 れ る と死 亡 す る こ とが あ

る た め,本 症 は 糖 尿病 の 重篤 な 尿路 合 併 症 の1つ と し

て 認 識 す る必 要 が あ る と思 わ れ た.

Michaeliら31)は1984年,X線 写 真 上の ガ ス像 に よ

り木症 を,stageIは 腎 実 質 また 腎 周 囲組 織 内に ガ ス

が 隈 局す る もの,stageIIは 腎 や 腎 周 囲 に ガスが 存

在 す る もの,stageIIIはGerota被 膜 を 越 え て拡

が る もの や 両 側 腎 に認 め ら れ る もの の3つ のstage

に 分 類 した.本 邦 報 告32例 を これ に よ り分 類 す る と,

1に 属 す る もの は8例 あ り,そ の うち死 亡 例 は0,II

に 属す る のは19例 あ り,死 亡 例 は4例(21%),IIIに

属 す る も の は4例 で その 死 亡 例 は2例(50%)で あ

り,ガ スに よ って侵 され る病 変 の 範 囲 が 予 後 を決 定 す

る因 子 に な って い る と思わ れ た.

また,入 院 時 のBUN,ク レア チ ニ ン値 に つ い て検

討 して み る と,約 半 数 の症 例 で,す で に 高 値 を示 して

お り,そ の中 で も著 名 に 上 昇 して いた 症 例 で,保 存 的

に 治療 され た も のに 死 亡 例 が 多か った.そ れ ゆ え に,

入 院時 のBUN,ク レア チ ニ ンf直は 治療 方 針 を 決 定 す

る 上 で1つ の指 標 に な る もの と思 われ る.

起炎 菌 はE.coliが 最 も多 く,報 告 さ れ た 症 例 の

す べ て に グ ラ ム陰性 桿 菌 が 同定 され た,

治 療 法 は 外科 的 治療21例,保 存 的 治療7例 治療 不 可

2例 で あ った(Tablel)、 そ れ ぞ れ の 死 亡 率 は外 科

的 治 療9.5%,保 存 的 治療22.2%で あ った.全,身 状 態

が比 較 的 良 好 で,ガ スが 限 局 し て い る症 例 は保 存 的

に,そ うで な い もの は 積極 的 に外 科 的 治 療 を 考 慮 すべ

き と思 われ た.

Table1.Mortalityinemphysematous

pyelonephritis:surgicalver-

susmedicaltherapy・

生存 死亡 不明 計

腎摘 出術141116

ドレナージ4105

保存 的治療720g

治療 不可0202

計 256132

われわれの症例は,入 院時すでにシ,,ク 状態に陥

り,血 小板の減少,血 中FDPの 増加な どDIC準

備状態 で もあったこと,BUN,ク レアチニンが上昇

し腎機能不全状態にあったこと,イ ンスリン療法 各

種抗生剤や循環改善剤の投与など保存的療法により改

善がえられなかったことなどにより,比 較的早期に腎
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摘出術を行ない,良 好な結果を得た.

強力な抗生剤が入手できるようになった今日,各 種

X線 検査の技術の進歩により,本 症の早期発見,早 期

治療ができれぽ,腎 保存も可能となるが,重 篤な症例

ではドレナージ,腎 摘出術などの外科的治療を時期を

逸せずに行 うことが良好な予後をえるために必要であ

ると思われた,

結 語

早期発見,早 期治療により治癒した気腫性腎孟腎炎

の1例 を報告 し,本 邦報告32例 につき考察を行った.

本論文 の要旨は第37回 日本泌 尿器科学会 中部連 合総会にて

発表 した。
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